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踏
み
絵
の
手
順
や
慣
例
紹
介

　
長
崎
史
談
会
（
原
田
博
二
　
　
踏
み
絵
は
町
年
寄
以
下
の

会
長
）
の
本
年
度
第
１
回
長
人
々
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
い

崎
学
公
開
講
座
が
1
3
日
、
長
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
江

崎
市
桜
町
の
県
動
労
福
祉
会
戸
期
の
長
崎
で
は
年
中
行
事

館
で
あ
っ
た
。
第
１
部
で
原
と
し
て
毎
年
正
月
に
実
施
さ

田
会
長
が
「
正
月
の
行
事
　
れ
た
。

踏
絵
」
と
題
し
、
踏
み
絵
の

手
順
や
慣
例
に
つ
い
て
講
話

し
た
。

　
１
月
２
日
に
、
そ
の
年
の

年
番
に
当
た
る
町
年
寄
の
家

踏
み
絵
の
手
順
や
慣
例
に
つ
い
て
話
す
原
田
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
長
崎
市
、
県
動
労
福
祉
会
館

　長崎史談会･長崎学公開講座

江戸期は正月の行事に

絵
1
0
枚
を
借
用
。
３
日
に
町

年
寄
の
家
族
や
家
来
ら
、
４

～
８
日
で
総
町
（
7
7
か
町
）
、

８
日
に
両
町
（
丸
山
・
寄
合

町
）
バ
９
日
に
唐
人
屋
敷
の

部
屋
附
な
ど
に
対
し
て
行
わ

れ
た
。
原
田
会
長
に
よ
る
と

各
町
で
実
施
さ
れ
る
日
付
は

決
ま
っ
て
お
り
、
「
そ
の
日

に
い
な
か
っ
た
ら
怪
し
い
と

疑
わ
れ
て
も
し
ょ
う
が
な
か

っ
た
」
と
い
う
。

　
例
え
ば
４
日
は
大
黒
町
、

江
戸
町
、
今
魚
町
、
東
浜
町

な
ど
で
実
施
。
「
長
崎
歳
時

記
」
　
（
１
７
９
７
年
、
野
□

文
龍
言
に
は
「
都
合
土
ハ

町
絵
板
十
二
枚
な
り
」
と
あ

り
、
1
6
か
町
を
回
る
の
に
1
2

枚
の
踏
み
絵
を
必
要
と
し
た

と
記
述
し
て
い
る
。
一
方
、

奉
行
所
か
ら
借
り
出
す
踏
み

緑
は
1
0
枚
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
原
田
会
長
は
実
際

に
必
要
だ
っ
た
枚
数
に
つ
い

て
分
析
し
た
。

　
　
「
長
崎
古
今
集
覧
上
」
な

ど
他
の
文
献
資
料
や
、
踏
み

緑
土
枚
を
２
か
町
が
午
前
と

午
後
に
分
け
て
使
う
場
合
が

あ
っ
た
こ
と
、
町
割
り
の
変

更
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
、
「
当

初
か
ら
1
0
枚
た
っ
た
こ
と
が

分
か
る
」
と
指
摘
。
「
長
崎

歳
時
記
は
野
口
文
龍
の
記
載

ミ
ス
と
考
え
て
い
る
。
今
後

精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
原
田
会
長

が
（
西
道
仙
そ
の
生
涯
と

事
績
子
）
」
と
題
し
て
講
話
。

現
在
同
会
で
書
籍
化
を
進
め

て
い
る
西
進
他
の
生
涯
に
つ

い
て
、
先
祖
に
焦
点
を
当
て

て
紹
介
し
た
。
｀

　
　
　
　
　
（
田
代
菜
津
美
）


	page1

